１．VBドキュメント自動作成ツール（VBAutodoc　Version 1.2）の使い方

VBAutodoc.zip を適当なフォルダで解凍してください。

プログラムの起動は、解凍したフォルダで、VBAutodoc.exeをダブルクリックするだけです。本ソフトはWindows９５以上で動作します。VisualBasicのプロジェクトファイル（拡張子.vbp）のフルパス名（ファイル名）を入力ボックスに入力し、出力選択のラジオボタンの一つを選び、「実行」ボタンをクリックしてください。ツリー表示またはツリー出力の場合は「ツリー開始プロシージャ」にツリー開始Subまたはツリー開始Functionを指定してください。その他の入力項目は、必要に応じて入力してください。

２．VBAutodocの機能

本ソフトは、VisualBasic6.0のプロジェクトファイル（拡張子.vbp）のフルパス名（起動ディレクトリによってはファイル名のみでも可）を指定することにより、プロジェクト関連のソースプログラムを自動的に読み出して、内容を解析しEXCELとHTMLの2種類の出力ドキュメントを作成します。出力ドキュメントは、プログラム保守等での利便性を重視して、ツリー構造によるプロセジャーの呼び出し構造の解析結果と、ファイル毎のプロセジャーの一覧表です。ツリー構造では、階層レベルを表示し、見易くしています。

一覧表では、ソースファイルでプロセジャーの上部位置にあるコメントから、指定のキーワード（デフォルトは「概要：」、変更可能）が付いたコメントの内容を抜き出し一覧表の指定のキーワード（「概要：」）欄に表示します。

さらに、出力方法はHTMLファイルにして、Webブラウザで閲覧できる形式と、EXCELブックに出力する方法を選択できます。EXCELがパソコンにインストールされていない場合は、EXCELブックに出力することは出来ません。






（＊）EXCELはマイクロソフトの商標です。

HTMLファイルに出力するときは、HTMLファイルの接頭辞の指定があった場合は、指定文字列＋tree.htm または、指定文字列＋table.htmが出力されるファイルパス名となります。

ツリー構造表示の階層レベルの最大を指定できます。0の指定は無視されます。
３．シェアウェア

　本ソフトはシェアウェアです。試用回数は４形式出力各1回までお試しください。最大試用回数を過ぎると起動時に、残り回数をお知らせするメッセージが表示されます。継続してご使用になるときは、order@d.web6.jpにメールにてご連絡の上、お知らせする方法で料金（3,150円）を当方宛お振込みください（下記ホームページ参照）。お支払いのあった方には起動時のメッセージを解除する製品版のキーをお送りします。
４．お問い合わせ

　ご不明な点は、order@d.web6.jpまでメールにてお問い合わせください。

http://d.web6.jp/d/home/products.htmでもご案内しています。
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５．バージョンアップ内容
2004年5月5日　バージョン1.2


プロジェクトファイル指定を、ファイルを開くダイアログからも可能とする。

SubまたはFunctionを指定することにより、任意のプロシージャからのツリー構造解析を可能にする。関連するGUIの追加。
2002年9月16日　バージョン1.0

主にSub Main() を起点とするツリー構造解析とファイル内Sub、Functionの一覧表作成
以上

